
本
年
１
月
５
日
に

明
ら
か
に
な
っ
た
浜

岡
原
発
の
基
準
地
震

動
を
め
ぐ
る
不
正
は
、

原
発
の
耐
震
安
全
性

の
根
幹
を
揺
る
が
す

重
大
な
問
題
で
あ
る
。

中
部
電
力
は
原
子

力
規
制
委
員
会
の
再

稼
働
審
査
で
、
施
設

へ
の
影
響
が
大
き
い

地
震
波
を
排
除
し
、

あ
ら
か
じ
め
設
定
し

た
「
Ss-

Ｄ
×1

.
1

」

の
範
囲
に
収
ま
る
よ

う
代
表
波
を
選
定
し

て
い
た
。
さ
ら
に
規

制
委
の
調
査
開
始
後

も
地
震
波
デ
ー
タ
の

組
替
え
を
続
け
て
い

た
。
基
準
地
震
動
は
、

想
定
さ
れ
る
巨
大
地

震
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
地
震
動
が
発
生

す
る
か
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
策
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
中
部
電
力
は
、
原
子
力
土

建
部
に
地
震
波
が
施
設
へ
与
え
る
影

響
を
評
価
さ
せ
、
「
○
」
「
△
」

「
×
」
に
分
類
。
そ
の
結
果
を
代
表

波
の
選
定
に
反
映
さ
せ
、
望
ま
し
い

地
震
波
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

委
託
業
者
に
最
大
２
万
波
近
い
再
計

算
を
行
わ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
巨

大
地
震
に
浜
岡
原
発
が
耐
え
ら
れ
る

か
」
を
検
証
す
る
の
で
は
な
く
、

「
浜
岡
原
発
が
耐
え
ら
れ
る
地
震
動
」

を
探
す
と
い
う
本
末
転
倒
の
行
為
で

あ
る
。

問
題
は
基
準
地
震
動
だ
け
で
は
な

い
。
耐
震
解
析
で
も
、
原
子
炉
建
屋

の
地
震
応
答
を
小
さ
く
す
る
た
め
の

減
衰
の
扱
い
や
、
取
水
系
構
造
物
の

変
形
を
小
さ
く
す
る
特
殊
な
要
素
の

導
入
な
ど
、
安
全
性
を
高
く
見
せ
る

手
法
を
用
い
て
き
た
。
基
準
地
震
動

で
は
不
都
合
な
地
震
波
を
排
除
し
、

耐
震
解
析
で
は
応
答
や
変
形
を
小
さ

く
評
価

す
る
。

両
者
の
根
底
に
は
、
厳
格
な
安
全
性

の
検
証
よ
り
再
稼
働
を
優
先
す
る
姿

勢
が
あ
る
。
代
表
波
選
定
の
品
質
管

理
も
極
め
て
杜
撰
だ
っ
た
。
正
式
な

業
務
委
託
仕
様
書
が
な
く
、
選
定
根

拠
も
文
書
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
方
法
は
遅
く
と
も
２
０
１

２
年
か
ら
続
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
液
状
化
に
よ
る
Ｒ
Ｃ
Ｗ

Ｓ
基
礎
の
破
壊
の
可
能
性
や
連
携
ト

ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も
、
長
年
に
わ
た

り
隠
蔽
し
て
き
た
疑
い
が
あ
る
。

Mw
９･

０
相
当
の
巨
大
地
震
が
想

定
さ
れ
る
浜
岡
原
発
で
、
な
ぜ
施
設

へ
の
影
響
が
大
き
な
地
震
波
を
排
除

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
今
回
の

不
正
は
、
中
部
電
力
が
正
当
な
方
法

で
は
浜
岡
原
発
の
耐
震
安
全
性
を
立

証
で
き
な
い
こ
と
を
自
ら
示
し
た
に

等
し
い
。
も
は
や
問
わ
れ
て
い
る
の

は
一
部
担
当
者
の
責
任
で
は
な
く
、

中
部
電
力
と
い
う
組
織
そ
の
も
の
で

あ
る
。
中
部
電
力
は
再
稼
働
申
請
を

取
り
下
げ
、
浜
岡
原
発
を
廃
炉
に
し
、

原
子
力
事
業
か
ら
撤
退
す
べ
き
で
あ

る
。
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●
電
力
会
社
が
原
子
力

規
制
庁
を
コ
ケ
に
し
て

い
る
。
中
部
電
力
の
浜

岡
原
発
が
想
定
す
る
最

大
の
設
計
用
地
震
動
で

あ
る
「
基
準
地
震
動
」
の
デ
ー
タ
を

不
正
に
操
作
し
て
い
た
こ
と
が
、
外

部
か
ら
の
通
告
で
発
覚
し
た
●
更
に
、

原
子
力
規
制
委
員
会
が
聞
き
取
り
調

査
を
始
め
て
か
ら
も
、
中
部
電
力
は

不
正
の
隠
ぺ
い
工
作
を
続
け
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ひ
ど
い

事
態
で
あ
る
。
中
部
電
力
は
原
発
を

再
稼
働
す
る
資
格
は
な
い
●
一
方
の

規
制
委
員
会
の
事
務
局
で
あ
る
規
制

庁
。
こ
の
組
織
に
対
し
て
政
府
は
一

層
の
弱
体
化
を
も
た
ら
す
、
職
員
の

異
動
ル
ー
ル
を
緩
和
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
現
在
規
制
庁
の
全
職
員
は
原

発
推
進
を
担
う
経
産
省
や
文
部
科
学

省
の
部
署
に
は
異
動
で
き
な
い(

ノ
ー

リ
タ
ー
ン
ル
ー
ル)

。
こ
の
制
度
は
東
電

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
私
た
ち
原

住
連
な
ど
が
か
ね
て
主
張
し
て
い
た

原
子
力
の
「
規
制
」
と
「
推
進
」
を

分
離
す
べ
き
と
の
意
見
を
政
府
が
取

り
入
れ
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た

●
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
維
政
権
が
進

め
る
「
原
発
最
大
限
活
用
」
政
策
は
、

規
制
当
局
に
「
規
制
の
虜
」
を
再
現

さ
せ
、
日
本
で
原
発
事
故
を
繰
り
返

す
道
と
な
っ
て
い
る
。(

伊
東

達
也)

第
40
回
原
住
連
全
国
交
流
集
会
in
北
海
道

10
月
９
日(

金)

19
時
～
21
時
半

全
国
代
表
委
員
会

10
日(

土)

９
時
～
18
時

ツ
ア
ー(

Ａ:

泊
原
発
視
察
、
Ｂ
：
核
ゴ
ミ
寿
都
町
調
査
・
交
流
）

19
時
～
21
時

交
流
（
①
交
流
懇
親
会

②:

若
も
の
交
流
の
集
い
）
北
海
道
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
セ
ン
タ
ー

11
日(

日
）

10
時
～
15
時

全
国
交
流
集
会
in
北
海
道(

札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
３
階
ホ
ー
ル
）

午
前

記
念
講
演

松
久
保
肇
さ
ん
・
上
園
昌
武
さ
ん

午
後

全
国
全
道
か
ら
の
運
動
の
報
告
交
流

※
問
合
せ

道
原
発
連

堀

一(pe
ac
e.
haj
ime
.0
1
0
2@g
ma
i
l
.c
om

）

℡

090
-
7
03
3-6
81
1

又
は
原
住
連
ま
で

第448号

な
く
そ
テ
原
発

９･

20

柏
崎
大
集
会

日
時
：
９･

20(

日)

12:

45
～(

12
時
開
場)

場
所
：
柏
崎
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ

主
催
：
な
く
そ
テ
原
発

2026

柏
崎
大
集
会
実
行
委
員
会
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６
月
７
日
に
「
原

発
の
な
い
明
日
を
！
」

と
題
し
た
集
会
が
大

阪
市
で
開
か
れ
、
１

１
０
０
人
が
参
加
し

た
。
そ
の
時
の
井
戸

謙
一
弁
護
士
の
講
演

を
紹
介
す
る
。

逆
風
の
中
の
集
会

井
戸
氏
は
集
会
参

加
者
へ
謝
意･

敬
意

を
述
べ
た
後
、
「
原

発
反
対
運
動
に
逆
風

が
吹
い
て
い
る
」

「
政
府
は
、
原
発
最

大
限
活
用
に
舵
を
切

り
、
40
年
代
半
ば
に

最
大
５
基
を
建
て
替

え
る
と
ま
で
言
い
出

し
た｣｢

裁
判
は
連
戦

連
敗
」
、
世
論
調
査

で

は

「

原

発
再
稼
働
へ
の
賛
成

意
見
が
反
対
意
見
を

上
回
る
」
と
の
現
状

認
識
を
示
し
た
。

そ
し
て
、
原
発
最

大
限
利
用
政
策
の
梃

(

て
こ)

に
な
っ
て
い

る
三
つ
の
安
全
神
話
を
指
摘
し
た
。

「
原
発
必
要
神
話
」

電
力
供
給
の
た
め
に
必
要
だ
と

宣
伝
す
る
が
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
30
年
代
の
電
力
需
要
の
見
通

し
で
も
、
い
ま
よ
り
精
々
５
％
増

え
る
程
度
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

方
に
本
格
的
に
資
金
を
投
下
す
れ

ば
、
十
分
そ
れ
で
賄
え
る
。

「
新
原
発
安
全
神
話
」

新
規
制
基
準
は
、
世
界
一
厳
し

い
基
準
だ
か
ら
こ
れ
に
適
合
し
た

原
発
は
安
全
だ
と
宣
伝
す
る
が
、

こ
れ
は
嘘
っ
ぱ
ち
で
あ
り
、
日
本

の
新
規
制
基
準
よ
り
厳
し
い
基
準

は
、
外
国
で
い
く
ら
で
も
あ
る
。

「
被
ば
く
安
全
神
話
」

万
が
一
、
原
発
が
事
故
を
起
こ

し
て
も
、
放
射
能
を
怖
が
る
必
要

が
な
い
。
今
ま
で
過
剰
に
怖
が
り

す
ぎ
て
い
た
ん
だ
。
だ
っ
て
福
島

で
あ
れ
だ
け
の
事
故
が
起
こ
っ
た

の
に
、
住
民
の
健

康
被
害
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。

「
健
康
被
害
ゼ
ロ

論
」
が
も
た
ら
す

も
の本

当
に
住
民
の

健
康
被
害
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
の
被

ば
く
対
策
は
正
し
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
避
難
指
示
の
線
引
き
も
正

し
か
っ
た
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
子

供
た
ち
に
飲
ま
せ
な
か
っ
た
の
も

正
し
か
っ
た
。
20mSv

基
準
で
学
校

を
再
開
し
た
の
も
正
し
か
っ
た
。

子
供
た
ち
を
保
養
に
も
出
さ
ず
学

校
給
食
に
も
地
元
食
材
を
使
わ
ず

処
理
し
た
の
も
正
し
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。

こ
の
中
に
区
域
外
か
ら
避
難
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、

み
な
さ
ん
大
変
な
苦
労
を
し
て
き

た
。
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
大
変
苦
し
ま
れ
た
。
家

族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
家
庭
も

珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な

苦
労
も
必
要
も
な
い
の
に
、
避
難

し
た
の
は
自
主
判
断
で
あ
っ
て
自

己
責
任
だ
と
、
政
府
の
責
任
は
な

い
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
政
府
は
、
福
島
の

子
供
た
ち
か
ら
４
０
０
人
を
超
え

る
甲
状
腺
が
ん
患
者
が
出
て
も
原

因
が
被
ば
く
で
あ
る
と
は
、
頑
と

し
て
認
め
な
い
。

政
府
・
原
子
力
村
へ
の
反
撃
の
契

機
と
な
る
浜
岡
デ
ー
タ
不
正
問
題

井
戸
氏
は
、｢

原
発
の
安
全
審
査

の
根
幹
を
揺
る
が
す
前
代
未
聞
の

事
件
で
あ
り
、
脱
原
発
へ
の
突
破

口
と
な
り
得
る
特
徴
が
あ
る
」
と

述
べ
、
捏
造
内
容
を
説
明
し
た
。

事
業
者
は
原
発
の
設
計
に
用
い

る
基
準
地
震
動
を
作
成
す
る
。
こ

れ
を
決
め
る
手
法
に
グ
リ
ー
ン
関

数
法
と
い
う
方
法
が
あ
り
、
中
部

電
力
が
採
用
し
た
の
は
、
統
計
的

グ
リ
ー
ン
関
数
法
と
い
う
も
の
で
、

確
率
的
に
地
震
動
を
発
生
さ
せ
そ

の
平
均
値
を
採
用
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
中
部
電
力
は
、
ラ
ン

ダ
ム
に
選
ん
だ
20
の
地
震
波
の
平

均
を
採
用
し
た
、
と
言
い
な
が
ら

実
際
に
は
、
都
合
の
い
い
「
平
均

波
」
を
先
に
決
め
て
そ
れ
が
平
均

に
な
る
よ
う
に
、
他
の
19
波
を
選

ん
だ
。
あ
る
い
は
、
20
波
の
組
み

合
わ
せ
を
多
数
作
り
、
そ
の
中
か

ら
平
均
波
が
最
も
都
合
の
良
い
組

み
合
わ
せ
、
す
な
わ
ち
、
原
発
の

安
全
性
を
証
明
で
き
る
地
震
動

を
選
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

て
い
た
。
問
題
は
、
原
子
力
規

制
委
員
会
が
そ
の
不
正
を
見
抜

け
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
指
摘
し
、

規
制
委
は
電
力
会
社
が
評
価
し

た
結
果
だ
け
を
審
査
し
、
評
価

の
前
提
と
な
る
一
次
デ
ー
タ
の

選
択
や
解
析
過
程
を
確
認
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
、
こ

れ
は
浜
岡
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
日
本
の
原
発
安
全
審
査
全
体

の
在
り
方
を
見
直
す
議
論
に
つ
な

が
る
と
述
べ
た
。

更
に
、
最
近
の
裁
判
所
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
が
行
っ
た
適
合

性
判
断
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
、
今
回
の

捏
造
問
題
を
み
て
も
規
制
委
員
会

の
判
断
を
無
条
件
に
信
頼
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

原
発
反
対
の
原
動
力
は
市
民
運
動

最
後
に
井
戸
氏
は
、
「
原
発
を

な
く
す
力
の
基
本
は
市
民
運
動
の

力
だ
」
と
力
説
し
、
「
原
発
に
未

来
は
な
い
。
原
発
事
故
を
軽
く
扱

う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
個
人

の
場
で
も
市
民
運
動
の
場
で
も
、

粘
り
強
く
運
動
を
続
け
て
い
こ
う
」

と
述
べ
挨
拶
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
林
広
員
・
山
本
雅
彦
）



会社名 発電所名 基数
運転終了日
または廃止日

東北電力 女川 1 2018.12.21
4 2012.4.19
2 2014.01.31

福島２ 4 2019.9.30
東海 1 1998.3.31
敦賀 1 2015.4.27

中部電力 浜岡 2 2009.1.30
美浜 2 2015.4.27
大飯 2 2018.3.1

中国電力 島根 1 2015.4.30
1 2016.5.10
1 2018.5.23
1 2015.4.27
1 2019.4.9
24合計

福島１

伊方

玄海

東電

日本原電

関西電力

四国電力

九州電力
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難
航
す
る
原
発
の
廃

止
措
置

日
本
で
は
原
発
の

「
廃
止
措
置
」
は
、

「
洗
う
」
「
待
つ
」

「
解
体
す
る
」

の
３
つ
の
プ

ロ
セ
ス
か
ら

成
る
「
安
全

貯
蔵
・
解
体

撤
去
」
方
式

を
標
準
的
な

工
法
と
し
て

採
用
し
て
い

る
。こ

の
方
式

は
、
原
子
力

施
設
が
運
転

を
終
了
し
た

後
、
使
用
済

燃
料
を
取
り

出
し
て
安
全

に
保
管
し
、

そ
の
後
、
施

設
を
解
体
・

撤
去
す
る
廃

止
措
置
の
方

法
の
一
つ
で
、

具
体
的
に
は
、

ま
ず
使
用
済

燃
料
を
安
全
に
保
管
し
、
そ
の
後
、

施
設
内
の
放
射
性
物
質
を
分
離
・

除
去
し
、
放
射
性
物
質
の
減
衰
を

待
っ
て
、
最
終
的
に
建
屋
な
ど
を

解
体
・
撤
去
す
る
と
い
う
も
の
。

日
本
の
１
１
０
万
kW

級
原
発
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）

の
廃
棄
物
は
49･

５
万

ト
ン
と
推
定
さ
れ
る
。

世
界
で
は
２
１
０

基
を
超
え
る
原
発
で

廃
炉
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
20
基(

米
17
基
、

独
３
基)

が
廃
炉
し
た

と
い
わ
れ
る
。

廃
炉
を
決
め
た
日

本
の
原
発
は
24
基
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
東
海

原
発
：
18
年
度
↓
35
年
度
、

浜
岡
１
、
２
号
：
36
年
度
↓
42
年
度
、

敦
賀
１
号
：
40
年
度
↓
47
年
度
な
ど

と
軒
並
み
廃
炉
完
了
予
定
年
度
を

延
長
し
て
い
る
。

最
大
の
原
因
は
、
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
方
法
や
処
分
先
が
な
い

こ
と
だ
。
例
え
ば
、
原
研(

当
時)

の
試
験
炉
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
は
、
86
～
96

年
に
解
体
撤
去
し
た
が
、
極
低
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
金
属
等
の
L3
放
射
性
廃
棄
物
）

の
一
部
が
「
廃
棄
物
埋
設
実
地
試

験
」
と
称
し
て
敷
地
内
に
ト
レ
ン

チ
埋
設
さ
れ
た
だ
け
で
、
他
の
放

射
能
濃
度
の
よ
り
高
い
、
低
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
（
L1
～
L3
）
は

新
た
に
建
設
さ
れ
た
「
保
管
廃
棄

施
設
」
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
東
海
原
発
の
黒
鉛
ガ
ス
炉
の

場
合
、
L3
放
射
性
廃
棄
物

の
敷
地
内
埋
設
申
請
が
15

年
７
月
に
行
わ
れ
た
が
、

認
可
が
出
る
見
通
し
は
立
っ

て
い
な
い
。

廃
炉
ビ
ジ
ネ
ス
は
幻
想

福
井
県
の
廃
炉
の
総
見

積
額
は
、
軽
水
炉
５
基(
美

浜
１･

２
、
大
飯
１･

２
、

敦
賀
１)

で
２
２
２
９
億
円
、

新
型
転
換
炉
ふ
げ
ん
７
４

７
億
円
で
計
２
９
７
６
億
円
（
高

速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
を
除
く
）
。

そ
の1/3

の
１
０
７
８
億
円
が
放
射

性
廃
棄
物
処
理
処
分
費
で
、
施
設

解
体
費
は2/3

の
１
８
９
８
億
円
と

い
わ
れ
て
い
る
。
工
事
期
間
を
30

年
と
す
れ
ば
、
年
間
60
億
円
程
度

に
過
ぎ
ず
、
高
放
射
線
下
の
系
統

化
学
除
染
・
遠
隔
操
作
技
術
は
原

子
力
メ
ー
カ
ー
の
独
壇
場
で
あ
り
、

地
元
業
者
は
汚
染
区
域
で
の
下
請

被
ば
く
作
業
も
し
く
は
非
汚
染
区

域
の
解
体
作
業
程
度
に
留
ま
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
は
一
時
的

な
仕
事
で
あ
り
地
場
産
業
の
育
成

や
安
定
し
た
雇
用
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
「
廃
炉
ビ
ジ
ネ
ス
」

は
幻
想
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
百
年
の

安
全
貯
蔵
期
間
を
と
る
べ
き

原
発
の
廃
止
措
置
は
、
施
設
や

機
器
を
早
期
に
解
体
撤
去
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
密
閉
管
理
し

て
少
な
く
と
も
百
年
程

度
の
安
全
貯
蔵
期
間
を

と
る
べ
き
で
あ
る
。
現

行
の
計
画
で
は
10
〜
20

年
程
度
貯
蔵
し
た
後
に

解
体
す
る
方
針
だ
が
、

原
子
炉
建
屋
の
主
な
汚

染
源
で
あ
る
コ
バ
ル
ト

60
（
半
減
期
５･

27
年
）
は
、
20
年

経
過
し
て
も
放
射
線
量
が
１
桁
下

が
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
放
射
能

減
衰
が
不
十
分
な
ま
ま
解
体
を
急

げ
ば
、
労
働
者
や
周
辺
住
民
の
被

ば
く
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
コ
バ
ル

ト
60
は
百
年
経
て
ば
百
万
分
の
２

程
度
ま
で
下
が
る
た
め
、
被
ば
く

労
働
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。

百
年
貯
蔵
後
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
解
体
せ
ず
に
「
墓
地
方
式
」

を
採
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

廃
炉
積
立
金
を
残
す
前
提
で
、
百

年
後
の
次
世
代
の
判
断
に
委
ね
る

の
が
現
実
的
で
あ
る
。
現
行
の
法

令
で
は
廃
止
措
置
の
期
間
は
定
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
長
期
貯
蔵
自
体

に
法
令
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

た
だ
し
、
将
来
「
墓
地
方
式
」
と

す
る
場
合
に
は
法
令
改
訂
が
必
要

に
な
る
。
（
山
本

雅
彦
）
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《声明》 特定重大事故対処施設（テロ対策施設）の設置猶予期間延長の中止を求める
原発問題住民運動全国連絡センター

筆頭代表委員 持田繁義

住民の安全より電力会社の利益優先―テロ対策施設の期限延長の中止を求めます。

原発の新規制基準は、大規模自然災害やテロ等による過酷事故対策に必要な機能を、まず本体機能等にすべ

て備えることを求めている。テロ対策施設は、意図的な航空機衝突等による重大事故対策をバックアップする

施設という位置づけで、本来は未設置では運転できないものである。

既設原発については、テロ対策施設が福島原発事故をふまえた追加規制であることを考慮して、未設置でも

再稼働が認められてきた。ただし設置期限は「原発本体の工事計画認可から５年以内」で、期限まで完成しな

い場合は、たとえ営業運転中でも｢運転の前提条件を満たさないもの｣として、運転停止の措置がとられてきた。

ところが原子力規制委員会（規制委）は、運転停止を避けたい電力会社の意向をくんで「規制緩和」に動い

た。東北電力と原子力エネルギー協議会（ＡＴＥＮＡ）は昨年１０月、「設置期限の３年延長」を規制委に要

望した。これに対し規制委は、経過措置の起算点を「原発本体の工事計画認可日」から「営業運転開始日」に

変更する「奇策」を生みだし、その結果として女川原発２号機の設置期限は要望どおり３年延長されることに

なり、運転停止を免れようとしている。

テロ対策施設の設置猶予期限延長をＡＴＥＮＡが要望したのは、今回が初めてではない。最初に要望が出さ

れた２０１９年当時、規制委は「経過措置期間に関して議論・変更する余地はない」｢（延長を認めたら）バッ

クフィットなどはできなくなる｣「（テロ対策施設に）かわる代替策があるか……代替するのは難しい」という

安全対策上の理由を挙げて、設置期限延長を認めなかった。一転して設置期限延長を認める口実として、規制

委はテロ対策施設の完成までに経過措置期間を超過した例が多かったことをあげたが、超過は平均して９・３

ケ月にすぎず、３年もの延長をする理由はどこにもない。７年前に挙げた安全対策上の理由が解消していない

のに規則改定に踏み切るのは、住民の安全よりも電力会社の利益を優先させたものである。

福島第一原発事故を調査した国会事故調査委員会は、その報告書で原子力規制機関が規制する相手に左右さ

れる「規制の虜」に陥っていたことが事故の原因だと指摘した。規制委が、規制する相手であるＡＴＥＮＡに

左右されるようになっていることは、「規制の虜」の再現である。

再び原発事故を招くことがないように、規則改定を中止することを強く求めるものである。

以上

（参考）
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地
球
温
暖
化
が
進

み
、｢

数
十
年
に
一
度｣

だ
っ
た
歴
史
的
な
熱

波
が
、
今
や｢

数
年
に

一
度｣

～
「
ほ
ぼ
毎
年
」

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
水
温
上
昇
に

よ
る
出
力
制
限
は
フ

ラ
ン
ス
な
ど
に
と
っ

て
夏
に
直
面
す
る
大

き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

仏
国
営
電
力
会
社

Ｅ
Ｄ
Ｆ
は
７
月
12
日
、

温
排
水
に
よ
る
河
川

水
温
の
上
昇
を
制
限

す
る
た
め
、
河
川
沿

い
に
位
置
す
る
３
基

の
原
子
炉
を
停
止
し
、

他
の
８
基
の
出
力
を

低
下
さ
せ
た
。
現
在

の
熱
波
で
河
川
の
水

温
は
す
で
に
自
然
に

上
昇
し
て
お
り
、
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た

め
に
更
に
上
昇
し
て
い
た
。

対
象
の
原
子
炉
は
、Bugey

原
発

(

ロ
ー
ヌ
川)

、Golfech

原
発(

ガ
ロ

ン
ヌ
川)

、Chooz

原
発(

ム
ー
ズ
川)

。

熱
波
に
沈
む
温
暖
化
の
切
り
札

地
球
温
暖
化
の
解
決
策
と
喧
伝

さ
れ
て
き
た
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
象
徴
」
で
あ
る｢

原
発｣

が
、

皮
肉
に
も
温
暖
化
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

現
実
を
突
き
つ
け
て
い
る
。

近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
う
記
録

的
な
猛
暑
と
干
ば
つ
は
、
フ
ラ
ン

ス
や
ス
イ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧

州
各
地
の
原
子
力
発
電
所
を
出
力

制
限
や
一
時
停
止
に
追
い
込
ん
だ
。

こ
の
事
態
は
、
原
子
力
発
電
が
、

地
球
温
暖
化
と
い
う
現
実
の
前
に

運
転
の
前
提
条
件
が
崩
さ
れ
始
め

て
い
る
こ
と
を
示
す
極
め
て
深
刻

で
象
徴
的
な
警
告
で
あ
る
。

露
呈
し
た
「
水
依
存
シ
ス
テ
ム
」

の
脆
弱
性

原
子
力
発
電
は
、
核
分
裂
で
発

生
す
る
熱
で
蒸
気
を
作
り
タ
ー
ビ

ン
を
回
す
。
余
熱
は
「
水
」
で
冷

却
す
る
。
原
理
上
、
膨
大
か
つ
安

定
し
た
冷
却
水
（
海
水
や
河
川

水
）
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
し

か
し
、
温
暖
化
が
進
む
世
界
で

は
、
量
的(

干
ば
つ
で
冷
却
水
が

不
足)

に
も
、
質
的(

水
温
が
上

昇
し
、
熱
交
換
効
率
が
著
し
く

低
下)

に
も
限
界
を
超
え
る
。
原

発
は
、
冷
却
水
が
常
に
供
給
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
に
設
計
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
自
然
が

そ
の
前
提
を
崩
し
た
と
き
、
巨

大
な
シ
ス
テ
ム
は
た
ち
ま
ち
機
能

不
全
に
陥
る
。

「
生
態
系
破
壊
」
か
「
電
力
喪

失
」
か
と
い
う
残
酷
な
選
択

内
陸
の
原
発
で
は
、
温
排
水
を

河
川
に
放
流
す
る
。
し
か
し
、
温

排
水
を
流
せ
ば
、
水
中
の
生
態
系

は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
フ
ラ
ン

ス
政
府
は
「
一
時
的
に
環
境
規
制

を
緩
和
し
て
、
生
態
系
に
目
を
つ

ぶ
っ
て
発
電
を
強
行
す
る
」
特
例

措
置
を
発
動
し
た
が
、
こ
れ
は
温

暖
化
対
策
の
た
め
に
環
境
を
破
壊

す
る
と
い
う
、
破
滅
的
な
本
末
転

倒
の
施
策
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
「
二
酸
化
炭

素
を
出
さ
な
い
」
目
的
だ
け
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
も
は
や
片
手

落
ち
で
あ
る
事
を
教
え
る
。
既
に

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
気
候
変
動
の

な
か
で
も｢

適
応｣

で
き
る｢

レ
ジ
リ

エ
ン
ス(

し
な
や
か
な
強
靭
さ)｣

が

不
可
欠
に
な
る
。
自
然
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
驕
り
を
捨

て
、
い
か
に
持
続
可
能
な
社
会
を

維
持
す
る
か
。
欧
州
の
原
子
炉
停

止
は
、
私
た
ち
人
類
に
そ
の
鋭
く

問
い
か
け
て
い
る
。

米
原
子
力
規
制
委
員
会(

Ｎ
Ｒ
Ｃ)

は
３
月
４
日
、
先
進
炉
開
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
テ
ラ
パ
ワ
ー
社
傘
下
のU

S
SFR
Owner(

Ｕ
Ｓ
Ｏ)

に
対
し
、

ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
に
建
設
予
定
の

ケ
ン
メ
ラ
ー
発
電
所
１
号
機
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
「Natrium

」

(

以
下
、
Na
炉)

、
34･

５
万kWe

）

の
建
設
許
可
を
発
給
し
た
。
商
用

炉
と
し
て
は
ボ
ー
グ
ル
３･

４
号
機

(

Ｐ
Ｗ
Ｒ:AP1000

、125.0

万
kW
×

２
基
）
以
来
、
10
年
ぶ
り
の
建
設

許
可
発
給
。
商
用
の
非
軽
水
炉
と

し
て
は
、
40
年
以
上
ぶ
り
。

テ
ラ
パ
ワ
ー
社
は
24
年
３
月
、

既
存
の
石
炭
火
力
発
電
所
近
傍
の

サ
イ
ト
へ
の
Na
炉
の
建
設
を
計
画

し
、
建
設
許
可
申
請
を
Ｎ
Ｒ
Ｃ
に

提
出
。
Ｎ
Ｒ
Ｃ
は
24
年
５
月
に
申

請
を
受
理
し
、
正
式
な
審
査
を
開

始
、
当
初
予
定
の
27
か
月
の
審
査

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
短
縮
し
、
18
か

月
未
満
で
技
術
審
査
を
完
了
し
た
。

Na
炉
の
出
力
は
34･

５
万kWe

で
、

必
要
に
応
じ
て
最
大
50･

０
万kWe

ま
で
出
力
を
高
め
る
熔
融
塩
を
用

い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

を
備
え
て
い
る
。
１
号
機
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
省(

Ｄ
Ｏ
Ｅ)

の
先
進
的

原
子
炉
実
証
プ
ロ
グ
ラ
ム(ARDP)

を
通
じ
て
官
民
連
携
に
よ
り
開
発

さ
れ
、
30
年
に
完
成
予
定
だ
。

と
こ
ろ
で
、
Na
炉
は
ナ
ト
リ
ウ

ム
冷
却
高
速
炉
で
あ
る
。
「
高
速

増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
と
は
危
険
性
が

異
な
る
」
と
主
張
し
て
も
、
危
険

の
程
度
が
異
な
る
だ
け
で
ナ
ト
リ

ウ
ム
爆
発
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る

こ
と
に
違
い
は
な
い
。

同
原
発
の
安
全
対
策
は
「
事
故

を
起
こ
さ
な
い
」
で
は
な
く
、

「
事
故
の
発
生
確
率
を
下
げ
、
影

響
を
小
さ
く
す
る
」
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。
福
島
原
発
事

故
の
教
訓
の
一
つ
は
、
「
極
め
て

起
こ
り
に
く
い
」
と
評
価
さ
れ
て

い
た
事
象
で
も
、
実
際
に
は
起
こ

り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ

の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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７
月
５
日
、
玄
海
原
発
対
策
住

民
会
議
は
、
福
島
原
発
事
故
か
ら

15
年
が
経
過
し
、
「
そ
の
実
相
を

知
り
、
学
び
備
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡

セ
ン
タ
ー
代
表
委
員
の
伊
東
達
也

さ
ん
を
招
き
、
講
演
会
を
唐
津
市

で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
２
月
の
再
建
総
会
を
受
け

て
、
玄
海
原
発
周
辺
に
住
む
市
民

に
広
く
福
島
原
発
事
故
の
実
相
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
伊
東
さ
ん

の
話
し
を
聞
こ
う
と
企
画
し
ま
し

た
。当

日
は
、
午
前
中
警
報
が
出
さ

れ
る
ほ
ど
の
豪
雨
で
し
た
が
、
午

後
は
解
除
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の

参
加
で
講
演
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

伊
東
さ
ん
は
、
放
射
能
か
ら
の
避

難
者
を
自
宅
に
受
け
入
れ
な
が
ら

水
や
食
料
の
調
達
の
苦
労
や
避
難

者
の
要
望
を
行
政
に
届
け
た
体
験

を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
44
人
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を

寄
せ
ら
れ
「
伊
東
さ
ん
の
言
い
た

い
こ
と
が
、
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
」
「
改
め
て
ひ
と
ご
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
「
満
足
」
と

回
答
さ
れ
た
数
は
97
％
で
し
た
。

労
働
組
合
、
商
工
・
医
療
団
体

な
ど
で
つ
く
る
原
発
を
な
く
す
全

国
連
絡
会
は
13
日
、
原
発
ゼ
ロ
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
求
め
る
イ
レ
ブ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

を
東
京
・
新
宿
駅
前
で
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
「
原
発
ゼ
ロ
・
再

エ
ネ
へ
の
転
換
を
求
め
る
請
願
」

「
ふ
る
さ
と
を
返
せ

津
島
原
発

訴
訟
の
仙
台
高
裁
の
公
正
判
決
を

求
め
る
署
名
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。全

日
本
民
医
連
の
木
下
興
事
務

局
次
長
は
「
福
島
第
１
原
発
事
故

は
、
人
災
で
あ
り
東
京
電
力
と
日

本
政
府
が
起
こ
し
た
犯
罪
だ
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
国
が
、
東
電
が
、

深
刻
と
な
る
原
発
事
故
に
対
し
て
、

事
故
対
策
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
「
原
発
事

故
か
ら
15
年
が
経
過
す
る
い
ま
、

日
本
社
会
、
さ
ら
に
は
地
球
の
将

来
世
代
の
平
和
と
安
全
を
守
る
た

め
に
ぜ
ひ
署
名
の
協
力
を
」
と
訴

え
ま
し
た
。

全
労
連
の
石
川
敏
明
副
議
長
は

「
政
府
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
や
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
進
展
に
よ
り
将
来
の
電

力
需
要
が
増
え
る
と
し
て
、
原
発

建
て
替
え
や
新
た
建
設
調
査
を
進

め
る
原
子
力
政
策
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
無
謀
な
原
発
推
進
を

や
め
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
電
力
需

要
に
向
け
て
、
安
全
な
再
エ
ネ
へ

の
転
換
を
求
め
て
い
こ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

署
名
に
応
じ
た
、
埼
玉
県
川
口

市
に
住
む
男
性(

80)

は
「
事
故
か

ら
15
年
経
っ
て
も
何
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。
自
民
党
政
治
は
何
も
か

も
許
せ
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
読
者
の
拡
大
は
東

京
一
人
、
購
読
打
ち
切
り
は

東
京
一
人
、
福
島
二
人
、
兵

庫
一
人
、
新
潟
一
人
、
大
阪

一
人
、
長
崎
一
人
で
し
た
。

読
者
の
拡
大
は
一
人

購
読
打
ち
切
り
は
七
人

玄
海
原
発
対
策
住
民
会
議

各
地
か
ら
の
便
り

こ
の
欄
は
各
地
か
ら
の
通
信
、
便
り
を

も
と
に
し
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会

講
演
す
る
原
住
連
の
伊
東
代
表
委
員

伊
東
氏
の
話
し
に
聴
き
入
る
参
加
者
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東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

後
の
新
規
制
基
準
下
で
の
再
稼
働

に
よ
り
、
全
国
の
原
発
で
新
た
に

発
生
し
た
使
用
済
み
核
燃
料
は
、

今
年
５
月
末
時
点
で
約
１
４
５
０

㌧
に
上
る
こ
と
が
、
電
力
各
社
へ

の
赤
旗
取
材
で
分
か
っ
た
。

最
も
多
く
発
生
し
た
の
は
関
電

高
浜
原
発
１
～
４
号
機
の
計
約
３

８
０
㌧
、
保
管
プ
ー
ル
貯
蔵
率
59

～
95
％
、
次
い
で
関
電
大
飯
原
発

３
・
４
号
機
計
約
３
２
０
㌧
、
同

貯
蔵
率
２
基
と
も
90
％
超
え
、
九

電
川
内
・
玄
海
原
発
は
計
約
５
８

０
㌧
、
同
貯
蔵
率
75
～
80
％
、
四

電
伊
方
原
発
３
号
機
、
関
電
美
浜

原
発
３
号
機
、
東
北
電
女
川
原
発

２
号
機
は
10
～
１
１
０
㌧
。
同
貯

蔵
率
は
伊
方
、
女
川
と
も
85
％
前

後
に
な
っ
て
い
る
。

２
４
年
以
降
再
稼
働
の
中
国
電

力
島
根
原
発
２
号
機
、
東
電
柏
崎

刈
羽
原
発
６
号
機
は
未
確
定
だ
が
、

貯
蔵
率
が
８
～
９
割
に
達
す
る
原

発
の
続
出
は
原
発
推
進
の
行
き
詰

ま
り
は
明
ら
か
で
あ
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
24
日
、

原
発
の
施
設
設
計
審
査
の
前
に
、

地
震
や
津
波
な
ど
自
然
災
害
の
想

定
に
関
す
る
審
査
を
実
施
し
て

「
認
定
」
す
る
仕
組
み
を
組
み
込

む
、
審
査
制
度
見
直
し
の
方
向
性

を
示
し
た
。

規
制
委
は
、
事
前
に
自
然
災
害

に
関
す
る
評
価
を
受
け
付
け
、
審

査
で
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
た

場
合
に
は
「
認
定
」
す
る
と
い
う

も
の
。
事
業
者
は
、
「
認
定
」
の

条
件
を
設
計
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
設
計
変
更
な
ど
の
リ
ス
ク
軽

減
に
つ
な
が
る
と
し
て
要
望
し
て

い
た
も
の
で
、
規
制
委
は
ま
さ
に

規
制
の
虜
に
な
っ
て
い
る
。

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
21
日
、

乾
康
代
茨
城
大
学
元
教
授
が
「
原

発
問
題-

歴
史
に
学
び
、
住
む
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
育
む
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

乾
氏
は
「
人
間
の
定
住
環
境
に

原
発
を
置
く
こ
と
は
許
さ
れ
る
の

か
」
と
提
起
。
同
県
東
海
村
の
住

宅
地
は
、
東
海
第
２
原
発
は
じ
め

11
の
核
施
設
に
囲
ま
れ
「
同
村
で

は
住
民
が
安
全
に
住
む
権
利
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

昨
年
の
村
長
選
挙
で
、
原
発
の

歴
史
に
対
し
肯
定
的
な
コ
メ
ン
ト

を
出
し
た
山
田
修
東
海
村
長
に
対

し
、
乾
氏
は
「
村
の
原
子
力
開
発

の
歴
史
は
美
し
い
物
語
で
は
な
い
」

と
の
べ
、
「
村
の
開
発
は
原
子
力

に
都
合
よ
い
計
画
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
植
民
地
主
義
開
発
そ
の
も
の

だ
」
と
批
判
し
た
。

関
西
電
力
は
19
日
、
５
月
に
美

浜
原
発
３
号
機
の
高
圧
タ
ー
ビ
ン

建
屋
で
発
生
し
た
蒸
気
漏
れ
の
原

因
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員

会
へ
報
告
書
を
提
出
し
た
。

蒸
気
漏
れ
を
起
こ
し
た
損
傷
箇

所
は
、
高
圧
タ
ー
ビ
ン
カ
バ
ー
に

あ
る
不
要
な
配
管
を
閉
止
し
た

「
閉
止
キ
ャ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
。

報
告
書
に
よ
る
と
高
圧
タ
ー
ビ

ン
カ
バ
ー
内
側
の
点
検
は
、
定
期

的
に
実
施
し
て
お
り
、
カ
バ
ー
内

部
に
は
広
範
囲
な
ク
レ
ー
タ
ー
状

の
減
肉
を
確
認
し
て
い
た
。
一
方

で
閉
止
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

１
９
８
６
年
の
定
期
検
査
以
降
、

内
表
面
の
荒
れ
状
況
を
ス
ケ
ッ
チ

し
て
い
た
が
、
腐
食
幅
や
深
さ
な

ど
記
録
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
２
０
２
１
年
12
月
以
降
の
定
期

検
査
で
は
、
荒
れ
状
況
の
ス
ケ
ッ

チ
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る

と
、
表
面
の
荒
れ
は
「
減
肉
が
進

行
し
て
い
る
状
態
と
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う
。
も
は
や
検

査
体
制
を
解
体
、
教
育
を
一
か
ら

や
り
直
す
し
か
な
い
。

東
京
電
力
は
17
日
、
テ
ロ
対
策

施
設
工
事
中
の
柏
崎
刈
羽
原
発
７

号
機
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
で
、

海
水
約
26
㌧
が
漏
え
い
し
た
と
発

表
し
た
。

東
電
に
よ
る
と
、
巡
視
点
検
中

の
運
転
員
が
同
日
午
前
０
時
６
分

ご
ろ
、
７
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
地

下
２
階
で
海
水
管
に
つ
な
が
る
装

置
配
管
の
継
ぎ
目
か
ら
漏
え
い
を

発
見
。
措
置
と
し
て
漏
え
い
箇
所

の
前
後
に
あ
る
弁
を
閉
め
、
午
前

０
時
17
分
漏
え
い
を
停
止
さ
せ
た
。

今
後
、
漏
え
い
原
因
を
調
査
す

る
と
し
て
い
る
。

東
京
電
力
は
２
日
、
福
島
第
１

原
発
２
号
機
原
子
炉
建
屋
の
使
用

済
み
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
核
燃
料
の

取
り
出
し
作
業
を
開
始
し
た
。

原
発
事
故
発
生
か
ら
作
業
開
始

ま
で
15
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と

は
、
事
故
後
の
作
業
開
始
ま
で
の

困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。

作
業
は
原
子
炉
建
屋
の
横
に
５

階
に
匹
敵
す
る
構
台
を
設
置
し
、

建
屋
５
階
に
作
業
用
ク
レ
ー
ン
が

入
る
穴
を
あ
け
、
遠
隔
操
作
で
ク

レ
ー
ン
を
５
階
に
入
れ
下
階
プ
ー

ル
の
核
燃
料
を
キ
ャ
ス
ク
に
収
容

し
て
引
き
上
げ
、
構
台
に
戻
し
地

上
の
ト
レ
ー
ラ
に
載
せ
て
共
用
プ
ー

ル
へ
運
び
出
す
。

２
号
機
プ
ー
ル
の
高
放
射
線
量

の
使
用
済
み
燃
料
５
８
７
体
、
未

使
用
燃
料
28
体
の
計
６
１
５
体
を

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
搬
出
す
る
。

６
月
の
事
故
等

電
力
各
社
の
取
材
で
判
明

使
用
済
み
核
燃
料
１
４

５
０
ト
ン
新
た
に
発
生

関
西
電
力
＝
美
浜
原
発
３
号
機

高
温
高
圧
の
蒸
気
に
よ

る
減
肉
進
行
を
放
置
…

原
子
力
規
制
委
員
会
定
例
会
合

原
発
審
査
ま
た
も
事
業
者

寄
り
の
見
直
し
方
針
へ
…

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
講
演
会

原
発
の
歴
史
は
美
談
で

語
っ
て
は
な
ら
な
い
…

東
電
＝
柏
崎
刈
羽
原
発
７
号
機

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
か

ら
海
水
26
㌧
漏
え
い
…

15
年
目
に
核
燃
プ
ー
ル
内

燃
料
取
り
出
し
開
始
…

東
電
＝
福
島
第
１
原
発
２
号
機
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原
発
の
危
険
性
を
訴
え
る
こ
と

は
、
原
発
に
反
対
す
る
運
動
の
出

発
点
で
あ
る
。
福
島
第
一
原
発
事

故
は
、
地
域
社
会
や
生
活
基
盤
が

長
期
に
わ
た
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
核
の

ゴ
ミ
」
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
の
是
非
を
問
う
こ
と
も
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
・
財
界

が
猛
烈
な
勢
い
で
原
発
の
必
要
性

を
説
き
、
新
増
設
を
主
張
す
る
状

況
下
で
は
、
多
く
の
国
民
に
「
原

発
は
危
険
だ
」
と
い
う
主
張
だ
け

で
は
十
分
で
な
い
。
「
原
発
を
減

ら
し
て
も
本
当
に
電
力
は
足
り
る

の
か
」
「
電
気
料
金
は
ど
う
な
る

の
か
」
「
日
本
経
済
は
成
り
立
つ

の
か
」
と
い
う
国
民
の
問
い
に
対

す
る
答
え
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
飯
田
哲
也
氏
の

論
考
は
、
原
発
の
危
険
性
を
訴
え

る
人
々
や
電
力
不
足
に
不
安
を
抱

く
国
民
に
対
し
、
極
め
て
有
益
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。

飯
田
氏
は
日
本
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
第
一
人

者
と
し
て
、
国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
や
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ

い
て
積
極
的
な
提
言
を
続
け
て
い

る
。本

論
考
は
、
日
本
で
蓄
電
池
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
採

算
性
が
低
い
の
は
、
技
術
が
未
熟

と
い
う
訳
で
は
な
く
、
「
制
度
設

計
」
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
数
字

で
示
し
て
い
る(

下
表)

。
英
国
や

豪
州
で
は
、
同
じ
蓄
電
池
設
備
で

も
儲
け
を
示
す
内
部
収
益
率
（
Ｉ

Ｒ
Ｒ
）
が
約
９
～
12
％
と
な
る
一

方
、
日
本
で
は
約
１
％
に
す
ぎ
な

い
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
差
が
生

ま
れ
る
の
は
、
蓄
電
池
が
持
つ
調

整
力
や
系
統
安
定
化
機
能
に
適
切

な
価
格
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
、
制
度
上
の
欠
陥
に
よ
る

も
の
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
れ
は
原
発
推
進
阻
止
に
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
「
補
助
金
が
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
」
な
ら
ば
、
国
民

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

に
疑
問
や
不
安
を
抱
く
が
、
逆
に
、

「
制
度
を
適
切
に
改
め
れ
ば
、
市

場
の
中
で
十
分
に
競
争
力
を
持
ち
、

投
資
も
進
む
」
。
ま
た
「
電
力
の

安
定
供
給
に
も
貢
献
で
き
る
」
こ

と
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は

経
済
合
理
性
を
備
え
た
現
実
的
な

政
策
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴

で
あ
る
天
候
に
よ
る
発
電

量
の
変
動
な
ど
の
課
題
は
、

技
術
的
・
制
度
的
に
解
決

で
き
る
課
題
で
あ
り
、
何

万
年
に
も
わ
た
り
管
理
を

必
要
と
す
る
核
の
ゴ
ミ
と

は
性
質
が
異
な
る
。
例
え

ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

比
率
の
高
い
南
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
州
は
、
技
術
と
制

度
改
革
を
組
み
合
わ
せ
て

電
力
系
統
を
安
定
化
さ
せ

て
お
り
、
日
本
が
参
考
に

す
べ
き
事
例
だ
と
い
う
。

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
先
に
あ

る
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
の
「
経
済
的
な
設
計

図
」
を
示
す
こ
と
こ
そ
、

多
く
の
国
民
の
共
感
と
信

頼
を
得
る
鍵
に
な
る
と
述

べ
る
。

飯
田
氏
が
示
し
た
収
益

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

そ
の
た
め
の
重
要
な
材
料
で
あ
る
。

制
度
改
革
に
よ
り
英
国
や
豪
州
の

よ
う
な
市
場
を
構
築
す
れ
ば
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
蓄
電
池
は

自
由
市
場
の
中
で
十
分
な
競
争
力

が
あ
る
こ
と
を
、
数
字
で
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る(

表
は
、
飯
田
氏

の
レ
ポ
ー
ト
を
一
部
加
筆
）
。

◆
浜
岡
原
発
の
基
準
地
震
動
の
捏

造
問
題
は
、
一
企
業
の
不
祥
事
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
原
発
安
全

審
査
の
根
幹
を
問
い
直
す
重
大
な

出
来
事
で
す
。
都
合
の
よ
い
デ
ー

タ
を
作
り
安
全
性
を
装
い
、
そ
れ

を
見
抜
け
な
い
規
制
の
仕
組
み
で

は
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
は
守
れ

ま
せ
ん
◆
一
方
で
、
テ
ロ
対
策
施

設
の
期
限
延
長
や
、
世
界
各
地
で

相
次
ぐ
戦
争
・
気
候
変
動
に
よ
る

原
発
へ
の
影
響
は
「
原
発
は
安
全

で
安
定
し
た
電
源
」
と
い
う
神
話

が
現
実
の
前
で
揺
ら
い
で
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
◆
８
頁
の
飯

田
論
文
は
、
「
制
度
の
欠
陥
」
の

是
正
で
、
原
発
よ
り
再
エ
ネ
に
軍

配
が
上
が
る
こ
と
を
示
す
資
料
で

す
◆
原
発
最
大
限
活
用
と
い
う
激

し
い
動
き
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会

を
変
え
る
力
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
声
と
行
動
に
あ
り
ま
す
。
８･

９･

10
月
と
集
会･

交
流
集
会
が
開
か

れ
ま
す(

一･

二
面)

。
こ
れ
ら
の

集
会
に
参
加
さ
れ
、
事
実･

経
験

を
学
び
、
語
り
合
い
、
つ
な
が
り

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
10
月
の
全
国

交
流
集
会
で
は｢

若
も
の
交
流
の

集
い｣

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
新

た
な
力
を
生
み
出
す
場
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

系
統
用
蓄
電
池
サ
イ
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

飯
田

哲
也

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介

・

書
籍
紹
介


